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ポジティブ思考・ネガティブ思考の類型 
―日本人青年の自己肯定感の低さを考える― 

田中道弘（埼玉学園大学） 
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研究の目的 
 Schmitt＆Allik（2005）の世界53ケ国を対象とした研

究では，日本人の自尊感情が最も低いことが指摘され，

近年の国際比較でも日本人青年の自己肯定感の低さが

問題視されている（ex.内閣府の平成26年版 子ども・若

者白書）。その一方で IAT を利用した潜在的自尊感情測

定での結果では，異なる結果も報告されているが

（ Yamaguchi, Greenwald, Banaji, Murakami, Chen, 

Shiomura, Kobayashi, Cai, & Krendl，2007），質問紙調

査では，自己肯定感の低いことが一般的な傾向と言える。

この問題の背景にある問題の一つとして，日本人青年の

質問項目に対する応答傾向による問題があるのではな

いかと考える（田中，2005，2006，2011）。本調査では，

ポジティブ思考，ネガティブ思考についてそれぞれ２つ

の類型を設け，調査協力者の回答傾向を分析することし

た。 

方   法 
調査協力者：東京都内のＡ大学の学生，及び埼玉県内の

Ｂ大学，茨城県内のＣ看護学校，群馬県内のＤ看護学校

の学生の合計297名（男性86名，女性211名）。年齢：18

～29歳（平均年齢 男性20.1歳，女性 19.5歳）。調査時

期 2015年12月下旬から2016年１月下旬 調査票の構

成：自己肯定感尺度 ver.2（田中,2005）の８項目（SA），

ポジティブ思考・ネガティブ思考の類型項目（ポジティ

ブ思考（P）：「物事を前向きに考える方だ。」理由：「自

分に自信があり，自然に前向きに思えるから（p）」「自

分に自信がないので，前向きに考えようと努力している

から（n）」）（ネガティブ思考（N）：「物事を否定的に考

える方だ。」理由：「自己嫌悪感が強く，物事を悪い方へ

考えがちだから（n）」「物事を慎重に考えたり，自己成

長を望んでいたりするから（p）」），現在の自分自身に対

する満足度（０％，30％，50％，80％，100％）。 

結   果 
 自己肯定感尺度 ver.2（SA）は，主成分分析の結果第

１主成分に.747～.609の範囲でまとまり，信頼性はα

＝.805であった。SAの平均得点は，男性21.9点（SD:4.3），

女性21.5点（SD:4.5）で，ｔ検定の結果，両群に有意差

は確認されなかった。そこで，本研究では両群をまとめ

て分析した。現在の自分自身に対する満足度は，０％（37

名），30％（123名），50％（90名），80％（47名），100％

（０名）という分布となった。SA 得点との関係を明ら

かにするために一元配置の分散分析を行った結果，各群

の平均得点の間に有意差が確認された（Table 1）。Tukey

による残差分析の結果，０％＜30％＜50％＜80％の順に

SA 得点が高かった。 

Table 1 自分自身に対する満足度別自己肯定感得点 

 

０％ 30％ 50％ 80％ 100％ 
Tukey 

F 
(3,296) 12名 104名 140名 41名 0名 

SA 得点
（SD）

14.50
(3.56)

19.65
(3.93)

22.49
(3.50)

25.66 
(3.64) 

 p<.05 44.0 

ポジティブ思考・ネガティブ思考の類型の４群と SA 得

点との関係では，一元配置の分散分析の結果，各群の平

均値に有意差が確認された（Table 2）。残差分析の結果

（Tukey），Nn＜Np＜Pn＜Pp の順に，SA 得点が高かった。 

Table 2 ４類型別による自己肯定感得点 

 

Pp Pn Nn Np 
Tukey 

F 
(3,296) 37名 123名 90名 47名 

SA 得点
（SD）

26.30 
(3.17) 

23.02 
(3.49) 

18.23 
(3.71) 

20.70 
(3.46) 

p<.05 57.1 

考   察 
 100％自分自身に対する満足する者は0名であった。４

類型別の SA 得点は，各群の平均得点間に有意差が確認

された。この問題は，同じポジティブ思考でも Pp 群と

Pn 群の質的な違いや，ネガティブ群にも Np 群のような

群の存在について検討する必要がある一方で，日本人青

年の自肯定感の低さではなく，質問紙に対する応答傾向

や文化的側面による問題としても検討する必要性を示

唆するものである。 
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ノート注釈
（誤）自肯定感（正）自己肯定感
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